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P58a 大質量星形成領域Cepheus Aにおける6.7 GHzメタノールメーザの短期強度
変動の発見
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6.7 GHzメタノールメーザは、水・OHメーザとは異なり、大質量星形成領域にのみ付随しているため、大質量
星形成メカニズムを解明するプローブとなり得る。このメーザは、単調増加・減少、一定周期など、様々な強度変
動傾向を示すことが知られているが、その変動がメーザ発生領域の何の変動に起因しているのかは明らかにされて
いない。
我々は、大質量星形成領域Cepheus A (Cep A)の 6.7 GHzメタノールメーザについて、山口 32 m電波望遠鏡を

用いて強度変動モニタリングを実施した。観測は毎日、82日間にわたって行った。その結果、変動率 40-300 %と
いう激しい強度変動を、1ヶ月以内という短期で検出した。観測されたスペクトルの 5つのピークの内、2成分は減
少変動を、3成分は上昇変動を示しており、この両者は強い逆相関を示していた。82日間の強度変動は全成分が同
期していることから、共通の励起源の変動に起因してメーザ強度変動が発生していると考えられる。VLBI観測で
得られたメタノールメーザの空間分布では、強度上昇成分が強度減少成分を取り囲むように分布しており、また減
少成分の方が励起源に近い場所に存在している。本講演では、これらの観測結果を元に Cep A領域の 6.7 GHzメ
タノールメーザ短期強度変動のメカニズムを議論する。


